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熱帯土壌概説 (8) 有光一登

ルヴィソル (ii)

ノレヴィソノレグループに属する 8つの土壌単位を検索するには次の手順をふむ。ま

ず，ノレヴィソノレグノレープが全体として， アノレジリック B層をもっグループの最後のも

のとして検索される。アノレジリック B層をもっ土壌はノレヴィソルグノレープの他， アタ

リソノレ， プラノソノレ， ニトソノレ， ポドゾノレヴィソノレのグルーフ。及びノレヴィツタエノレモ

ソノレ，ノレヴィックチェノレノゼム，ノレヴィックカスタノゼム， ルヴィッタフ ェオゼム，

ノレヴィックゼロソノレなどがあるが， これらの土壌をアノレジリック B層に随伴する他の

特徴によって検索しそのいずれにも該当しないものがノレヴィソノレクツレープの土壌と

いうことになる。即ち「表層 125cm以内の少なくとも B層下部で， 硝酸アンモニウ

ム法による塩基飽和度が50%またはそれ以上のアノレジリック B層をもっ土援で，モ

リックA層を欠き， プラノソノレの特徴で、ある透水性の低い層の上部を覆うアノレピック

E層を欠き， ニトソノレの特徴である粘土分布パターンや， ポドゾノレヴィソノレの特徴で‘

あるアノレピック E層の舌状侵入がみられず， アリディックな水分レジームを持たな

い」土壌が検索の網にかかる。

このルヴィソノレグノレープの中で，先ず表層 125cm以内にプリンサイトを持つもの

がプリンシックノレヴィソルとして区別される。残るノレヴィソノレの中で、表層50cm以内

に水成的性質(本誌新シリーズ No.6， p. 52参照)をもつものがグライツタノレヴィ

ソノレで・ある。更に残るノレヴィソノレの中でアノレピック E層 (No.7， p. 62参照)をも

つものがアノレピックノレヴィソノレで、ある。あとに残るノレヴィソノレの中ヴァーティックな

性質 (No.7， p. 61参照)をもつものがヴァーティックノレヴィソノレとして区別され

る。更に残るノレヴィソノレの中カノレシック層か軟かL、粉状の石灰の凝集があるものはカ

ノレシックノレヴィソノレである。そのまたあとに残るルヴィソノレの中フエリックな性質

(No. 6， p. 52参照)をもつものがフェリツタノレヴィソノレである。次に，褐色ないし

赤色味の強いB層(指でこすった土壌が色相7.5YRで彩度が4より高いか，色相が

7.5YRより赤味が強し、)をもつものがクロミツタノレヴィソノレとして区別される。こ

うして検索の手順を順次ふんで，最後にどの検索の網にもかからなかった残りのノレヴ

ィソノレが， オーシックルヴィソノレである。 この手JI原に従って検索を行うことによっ

て，ノレヴィソノレグループのどの土壌単位に相当する土壌であるかを特定することがで

きる。
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前回のべたように， ノレヴィソノレグループの土壌は熱帯だけに分布するわけではな

く， ソ連沿海州や北米大陸のカナダとアメリカ合衆国， ヨーロッパ大陸，オーストラ

リアにも広く分布している。落葉広葉樹林下に分布する場合が多く，冷涼な気候下で

は普通はカシとブナが主要樹種となっているが， ソ連で・は針広混交林に分布している

地域もある。ノレヴィソノレは草原地帯にも分布し，特にフェオゼムのような典型的な草

原の土壌グループへの移行帯を形成している。

ノレヴィソノレクツレープの土壌は明瞭な乾期を伴った湿潤気候下で、最もよく発達する。

乾燥地帯にも分布するが， それらはその地帯がかつてもっと湿潤だった時に形成さ

れ，その後気候条件が乾燥化したことによって，現在は化石土嬢として分布している

ものと考えられている。地形的にはかなりの急傾斜地に分布するものもあるが，多く

の場合平坦地や緩傾斜地に分布する。母材としてはレス，氷河堆積物，河川のはんら

ん原堆積物などの中粒ないし細粒質の未回結堆積物が一般的であるが，粗粒の堆積物

が母材となる場合もある。これらの堆積物は石灰質であることが多いが，酸性，中性

の場合もある。

アルピックノレヴィソノレを例にとると，物質の下方への移動が進行する過程が， この

土壌の形成の主要部分を占める。多くも少なくもない程よい降水によって，まず可溶

性の塩類と炭酸塩が除かれる。その後上位層の粘土が移動して中間の層位を形成す

る。この中聞の層伎で粘土は粘土皮膜となって土塊や孔隙の表面にたまる。長い間に

粘土の移動が進行すると，粘土皮膜は土壌の5パーセント以上を占めるようになる。

0.5μm以下の非常に細粒の粘土がまず移動し， 2μmまでの比較的粗い粒子がそれに

次いで動く。粘土とー諸に遊離の鉄，アルミニウム，シリカの酸化物が同時に移動す

る。粘土の沈着の正確なメカニズムはわかっていないが，何人かの研究者は粘土の懸

濁液を土壌のカラムに注入して通過させると，粘土が沈着することを明らかにした。

粘土皮膜のデータと粒径分析のデータを比較すると，皮膜粘土の量は上部層位から

失われた粘土の量から推定される量よりも少なし、。 したがって粘土の中のいくらか

は，上位層の中で破壊されてしまって土壌から完全に消失してしまうことによって，

粒径組成のコントラストが強調されているらしl、。

粘土の移動が何時おきるかということも正確には今もってはっきりしない。粘土移

動は現在進行しているかもしれないし土壌形成の初期段階におこったかもしれない。

ノレヴィソノレは塩基に富んで、いて，肥沃度はアタリソノレなどにくらべて高いと考えら

れる。ただし，先にも述べたように平坦ないし緩傾斜地に分布することが多く，排水

が阻害され季節的に還元状態になるところでは，地下水面が季節的に変動する部位に

斑紋が形成され，鉄の結核が認められるものもしばしば存在する。西アフリカではプ

リンシックノレヴィソノレの広い分布がみられるが，排水が悪くなるほどプリンサイトの

層が浅い位置に出てくる。ナイジエリアのイパダンの近くで 5パーセントの傾斜地

に分布する花両片麻岩母材のノレヴィソノレの，斜面の位置による斑紋や結核の量や深さ

の違う系列が知られている。図 1にみるように暗色の砂質壌土のA層と埴質のアノレジ
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図 1 緩斜面上のノレヴィソノレの変異

nodule:鉄結核.mottle:斑紋

CNye (1954)の原図を Sanchez (1976)が模式化〕

リック層をもっ土嬢の系列が，斜面上部ではわずかの鉄結核しか含まないが， 斜面の

位置が下って排水が次第に悪くなると鉄結核の量が多くなり，ついには1メー トル未

満の深さに部分的に閏結した鉄結核の塊がみとめられるよ うになる。アタリソルの場

合もそうであるが，鉄の癒塊の厚い層やプリンサ干トが浅いところから出てくる場合

には，造林木の生長の制限因子になるとみられるので注意を要する。
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